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に関する研究成果をまとめたものである。本論文は序論，第 1 章~第 5 章，総括から構成されている。
序論では，本研究の背景，目的及び意義について述べている。
第 1 章では，市販 ll-パラフィン中の微量含有芳香族化合物によるラジカル連鎖反応の抑制効果を低減させ得る新
触媒系を検討し液相空気酸化反応により第二級アルコールが高選択率で得られる反応条件を確立するとともに，そ
の触媒機構を明らかにしている。






























(4) 第二級アルコールの EO 付加物のマレイン酸モノエステルおよび亜硫酸ナトリウムの付加反応によるスルホコハ
ク酸二ナトリウム塩 (SSME) の合成法を確立するとともに，分子軌道計算法とプロトン NMR により，スルホ
ン酸基が主として二重結合の α位に挿入されていること，さらにスルホン酸基の挿入により加水分解が飛躍的に抑
えられることを初めて明らかにしている。さらに， SSME は生体刺激性が皆無に近いことを明らかにしている。
(5) 第二級アルコール系界面活性剤は第一級アルコール系と同じく優れた生分解性を有することを明らかにしてい
る。さらに，魚毒性も生分解の進行とともに速やかに低下することを明らかにし第二級アルコール系界面活性剤
の安全性を確認している。
以上のように，本論文は n-パラフィンから安全性の高い第二級アルコール系界面活性剤の合成法を研究するとと
もにその界面活性剤としての特性を明らかにしたもので，界面化学および有機工業化学の発展に寄与するところが大
きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
